
決算書掲載頁　255

内
訳

スポーツに親しむことができる機会を確保し、主体的なスポーツ活動を支援することで、スポーツの普及・啓発を図り、生
涯スポーツ社会の実現をめざす。

小学生駅伝大会については、第１回目ということもあり、実施要項的にも、運営面的にも改善の余地があるため、今後さ
らに充実を図るとともに、小学生に限らず、高齢者の健康維持・増進のための事業についても検討を進める。
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生涯学習部文化・スポーツ振興課

事業： スポーツ普及啓発事業 0588
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市民のスポーツ活動のきっかけをつくり、主体的・継続的にスポーツに親しむことができるよう、市域または地域において
スポーツ事業を開催する。
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所管課

スポーツ推進体制の整備を図るため、スポーツ推進委員を委嘱し、スポーツ推進事業の連絡調整や実技指導等を行う
ことでスポーツの普及啓発を図る。
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1

直営 平成10年度以前 スポーツ基本法第３２条

河内長野市民

小学生駅伝大会については、第１回目ということもあり、実施要項的にも、運営面的にも改善の余地があるため、今後さ
らに充実を図るとともに、小学生に限らず、高齢者の健康維持・増進のための事業についても検討を進める。
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小学生の体力向上のために、小学生駅伝大会を開催し、スポーツ活動の普及啓発に繋げる。また、体育の日事業を開
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事業：スポーツ普及啓発事業                    

スポーツに親しむことができる機会を確保し、主体的なスポーツ活動を支援することで、スポーツの普及・啓

発を図り、生涯スポーツ社会の実現を目指す。 

 

 

細事業：スポーツ普及啓発事業                   

１．スポーツ普及啓発事業 

スポーツに親しむことができる機会を提供することにより、市民のスポーツ活動のきっかけをつくり、ス

ポーツを通じた市民の体力づくりの推進に努めた。 

  

 (1)体育の日事業 

体育の日の行事として、体力測定会とニュースポーツ体験会を実施した。 

実施日  平成２５年１０月１４日（月） 

場 所  市民総合体育館 

参加者  １２０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

(2)第１回小学生駅伝大会 

駅伝という競技を開催することにより、小学生の体力向上や青少年の健全な育成に努めた。 

実施日  平成２５年１２月１５日（日） 

場 所  関西サイクルスポーツセンター（サイクリングコース） 

参加者  １０１名（２６チーム） 

※低学年の部８チーム・高学年の部１４チーム・ファミリーの部４チーム 

 

 

 

 

 

 


